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今月の主な内容
・雲仙市の新たな幕開け （2～3ページ）
・平成28年雲仙市表彰式を行いました
 （4ページ）
・愛野町公民館が閉館し、愛野駐在・
　図書室が移転します （9ページ）
・発達障害って、なんだろう？ 
 （12 ページ）
・民生委員・児童委員を紹介します
 （20～21ページ）
・つるの剛士　子育てトークショーin雲仙 
 （28ページ）



　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
、
特
に
印
象
的
な
出
来
事
と
し

ま
し
て
は
、
ま
ず
、
4
月
に
公
表
さ
れ
た
国
の
平
成

28
年
度
予
算
に
お
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
島
原
道

路
に
お
け
る
瑞
穂
吾
妻
バ
イ
パ
ス
並
び
に
国
道
57
号

小
浜
富
津
地
区
の
視
距
改
良
調
査
が
こ
の
度
新
規
事

業
採
択
と
な
り
、
本
市
に
お
け
る
道
路
政
策
に
弾
み

を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
に
は
、
愛
知
県
豊
田
市
に
本
社
を

置
く
旭
工
業
株
式
会
社
の
雲
仙
工
場
の
操
業
が
開

始
さ
れ
、
最
終
的
に
は
1
0
0
名
の
正
社
員
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
成
長
産
業
と
し
て

期
待
さ
れ
る
自
動
車
関
連
企
業
の
本
市
へ
の
進
出

は
、
今
後
の
雲
仙
市
の
就
業
機
会
の
拡
大
や
地
域

経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
10
月
に
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎

2
0
1
6
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
、
島
原
市

と
の
共
催
に
よ
り
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
を
開
催
し
、

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
・
ご
来
場
い
た
だ
き
、
成
功

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
成
功

は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
い
た
賜
物

で
あ
り
、
改
め
て
市
民
力
の
高
さ
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

　
一
方
、
4
月
に
発
生
し
た
平
成
28
年
熊
本
地
震
で

は
、
震
度
7
の
地
震
が
連
続
し
て
発
生
し
、
本
市
に

お
い
て
も
震
度
5
弱
を
観
測
す
る
な
ど
、
自
然
災
害

の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
今
後
、
夜
間

な
ど
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る
時
間
帯
で
発
生
す
る
台

風
、
大
雨
、
地
震
な
ど
性
質
の
異
な
る
災
害
時
に
お

い
て
、ど
の
よ
う
に
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
の
か
、

防
災
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
に
発
表
さ
れ
た
平
成
27
年
国
勢
調
査

の
確
定
値
で
は
、
本
市
の
人
口
は
4
万
4
，
1
1
5

人
と
発
表
さ
れ
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
雲
仙
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
予
想
し
た
人
口
よ
り
も
さ
ら

に
減
少
が
進
ん
で
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
、
産
業
育
成
の
支

援
な
ど
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
更
な
る
人

口
減
少
対
策
を
講
じ
、
少
し
で
も
早
く
効
果
を
表
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

雲仙市の新たな幕開け

雲仙市長

金澤　秀三郎
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“つながり”で創る賑わいと豊かさを実感できるまち

安心して子どもを
産み育てるまちづくりと
健康で安全な暮らしづくり

雇用を生み出す産業
づくりと人を呼び込む
観光地域づくり

 

市民一人ひとりが主役の協働のまちづくりと効率的で戦略性をもった行財政運営

〈将来像〉

【
ま
ち
づ
く
り
編
】

市民の心と心をつなぐ
まちづくりの合言葉

【
地
域
経
営
編
】

基本方針
基本方針１
暮らしと安心

 

基本方針５
協働と戦略

第２次雲仙市総合計画基本構想（平成29年度～平成38年度）

基本方針２
産業と交流

基本方針３
社会基盤と環境

基本方針４
人財と郷土

 

社会基盤の整備と
自然環境と調和した
まちづくり

将来を担う人財づくりと
歴史と文化が輝く
郷土づくり

“つながり”
「自然」「人」「地域や近隣」との

　
さ
て
、
平
成
25
年
1
月
13
日
に
2
代
目
雲
仙
市
長

に
就
任
し
、
4
年
間
の
任
期
も
残
り
僅
か
に
な
り
ま

し
た
が
、
私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
市
民
皆

様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
皆
様
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
、
市
民
の

視
点
・
立
ち
位
置
で
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
合
併
特
例
期
限
を
意
識
し
、
さ

ら
に
は
地
方
創
生
へ
の
動
き
が
加
速
度
的
に
進
み
、

本
格
化
し
た
地
域
間
競
争
の
中
で
、「
今
、
何
が
で

き
る
の
か
？
」
と
自
問
自
答
を
重
ね
、
安
定
し
た
行

財
政
運
営
を
基
本
と
し
て
、
取
り
組
み
が
可
能
な
施

策
か
ら
着
手
し
、
今
日
ま
で
一
日
一
日
全
力
で
走
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

等
の
皆
様
方
の
温
か
い
御
支
援
、
御
協
力
に
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
雲
仙
市
が
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
止
め
る
事
無
く
市
民

の
視
点
・
立
ち
位
置
で
の
市
政
を
推
進
す
る
と
共

に
、
新
た
な
政
策
に
も
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
現
雲
仙
市
総
合
計
画

が
本
年
3
月
で
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な

雲
仙
市
の
幕
開
け
と
な
る
第
2
次
雲
仙
市
総
合
計
画

基
本
構
想
を
、
平
成
28
年
第
4
回
雲
仙
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
議
決
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
38
年
に
め

ざ
す
べ
き
将
来
像
と
基
本
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
第
2
次
雲
仙
市
総
合
計
画
基
本
構
想
で
は
、
雲
仙

市
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
現
総
合
計
画
の
下
に
進
め
て

き
た
7
つ
の
町
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
取
り
組
み

を
踏
ま
え
、
雲
仙
市
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
め

ざ
す
こ
と
か
ら
、
将
来
像
を
「〝
つ
な
が
り
〟
で
創

る
賑
わ
い
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
と
し
、

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
5
つ
の
基
本
方
針
へ
の

取
り
組
み
を
深
化
・
加
速
さ
せ
る
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
の
心
と
心
を
つ
な

ぐ
合
言
葉
と
し
て
「
ほ
っ
と
す
る
bば
yい
雲
仙
」
を
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
展
開
さ

れ
、
自
治
体
間
競
争
が
激
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
本

市
の
財
産
で
あ
る
市
民
力
、
資
源
、
風
土
に
加
え
、

本
市
特
有
の
ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど
の
価
値
を
再
認
識

し
、
雲
仙
市
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
な
く
し
て
は
困
難

で
あ
り
ま
す
。

　
雲
仙
市
の
未
来
が
確
か
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
積
極
的
な
市
政
参
画
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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News of Unzen ニュースうんぜん

おめでとうございます

平成28年雲仙市表彰式を行いました

　12月11日、吾妻町ふるさと会館において平成28年雲仙市表彰式を行いました。各分野で特に功労並びに
功績があった個人59人（うち夫婦1組）・3団体に表彰状と記念品を授与しました。
　各被表彰者は下記のとおりです。� （敬称略）

　

【人命救助功労】
竹下　博徳	 （南串山町）
竹下　俊輝	 （南串山町）
渡部　　勲	 （南串山町）
岩永　裕孝	 （南島原市）
三木　一郎	 （南串山町）
井上　鉄男	 （南串山町）
岡本　　旭	 （南串山町）
三木　真介	 （南串山町）
渡部　優作	 （南串山町）
岩永　龍人	 （小浜町）
井上　敏行	 （南串山町）
井上　　豊	 （南串山町）

【地方自治功労】
森山　繁一	 （国見町）
森﨑　茂德	 （小浜町）
松尾　茂敏	 （愛野町）
中村　昌弘	 （小浜町）
川原　安惠	 （小浜町）

【社会福祉功労】
稲本　道之	 （国見町）
笹田　葊幸	 （小浜町）
荒平　　隆	 （吾妻町）
岩岡　良子	 （愛野町）

田中　信子	 （小浜町）
林田　　洋	 （千々石町）
三宅　淳子	 （南串山町）
和田　淳子	 （南串山町）
山口　洋子	 （千々石町）
出口　秀昭	 （小浜町）
前田　末広	 （吾妻町）
石田　みを	 （国見町）
馬場　柾延	 （吾妻町）
川内　正文	 （吾妻町）
門　　康之	 （瑞穂町）
瑞穗　真爾	 （瑞穂町）
志賀　　稔	 （南串山町）
本多　　新	 （小浜町）
吉田剛太郎	 （小浜町）
金子壽重子	 （小浜町）

【産業功労】
山田原土地改良区　（吾妻町）
㈲長田製茶	 （瑞穂町）
泉　　義弘	 （愛野町）
本多　幸成・悦子　（吾妻町）
森瀬　忠明	 （国見町）

【教育文化功労】
佐々木智子	 （吾妻町）

島田　博文	 （国見町）

【保健・環境功労】
豊島美繪子	 （南串山町）

【消防・防災・交通安全・防犯功労】
松田　英房	 （南串山町）
内藤　葊喜	 （小浜町）
宅島　永紀	 （小浜町）
竹下　正文	 （吾妻町）

【特別賞】
小浜中学校吹奏楽部　（小浜町）
佐藤久美子	 （愛野町）
栗原　和幸	 （国見町）
井出　真輝	 （小浜町）
平野　晃生	 （小浜町）
岩崎　貴之	 （吾妻町）
松尾　舞輝	 （愛野町出身）
山道　一晟	 （小浜町）
酒井　孝大	 （瑞穂町）
本多　優介	 （小浜町）
奥村　竜樹	 （小浜町）
栗原　萌々	 （小浜町）
内野　杏美	 （国見町）
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News of Unzenニュースうんぜん
思春期教室を開催しました

　11月25日に千々石中学校3年生、11月29日に愛
野中学校2年生、12月7日に南串中学校2年生を対
象に「思春期教室」を開催しました。
　助産師の佐藤信子さんを講師に迎え、男女の恋愛
に対する気持ちの違いや、10～20代に増えている
性感染症、10代の妊娠や人工妊娠中絶、命の誕生、
お母さんからのメッセージなどをお話していただ
きました。
　参加した生徒の感想の一部をご紹介します。
・一人ひとりの命の大切さや重さ、どれだけ大切に
されてきたのか、親に感謝しないといけないと思
いました。
・苦しい世界から逃げ出そうと思うこともありま
すが、皆から愛されて生まれてこられたことへ感
謝して懸命に生きていきます。

ご寄附をいただきました

　サンライフ（株）代表取締役の一ノ瀬広幸さんか
ら「雲仙市の福祉の発展に役立ててください」と、
10月30日に開催
された餅つき大会
の売り上げの一部
をご寄附としてい
ただきました。あ
りがとうございま
した。

体力年齢測定会が行われました

　11月24日、20歳以上の人を対象に、体力年齢測
定会を行いました。
　測定に際し、国見高等学校体育コースの生徒や雲
仙市スポーツ推進委員が測定員として協力し、参加
者は、「握力」や「反復横とび」「立ち幅とび」、ま
たハードな「シャトルラン」などで、現在の自分の
体力年齢を測定しました。
　予想以上に体力が落ちていたり、現在の実年齢よ
りも体力年齢が若かったりと結果はさまざまで、自
身の生活習慣
の振り返りが
できるいい機
会となったよ
うでした。

第10回雲仙市民音楽祭が開催されました

　11月20日、国見町文化会館（まほろば）において、
第10回雲仙市民音楽祭が開催され、市内で活躍す
る音楽家のべ208人によるコーラスや器楽、軽音楽
など様々なジャンルの音楽が披露されました。訪れ
た人もまごころのこもった演奏に魅了されていま
した。

食生活改善事業功労者として表彰されました

　雲仙市食生活改善推進員連絡協議会南串山支部長の豊島美繪子さん
が、平成28年度栄養関係功労者の厚生労働大臣表彰（食生活改善事業
功労者）を受賞されました。
　豊島さんは昭和62年の設立当時から、会長として就任し、精力的に
会の運営および活動に尽力されています。主な活動として、「健診の受
診勧奨」、「減塩と野菜摂取量の増加に着目した伝達活動」、「親子への
食育活動」など、地域の課題を捉え、食生活改善に向けた伝達活動を
実践され、地域の健康づくりに貢献されています。
　このような活動が高く評価され、今回の受賞となりました。
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News of Unzen ニュースうんぜん
大自然田代原で森林について学びました！

　11月3日、国見町田代原において、多比良小学校
緑の少年団の活動の一環として、NPO法人奥雲仙の
自然を守る会、長崎森林管理署の方々を講師に迎え
「遊々の森 森林教室」を開催しました。雲仙の自然
に関するお話や巣箱の取付け体験、森林や自然に関
するゲームなどを行い、みんなで楽しく森林や自然
の大切さを学びました。

島原雲仙農協西部畜産共進会が開催されました

　11月9日、佐世保食肉センターにおいて、肥育農
家の技術の向上と発展を目的して、平成28年度島
原雲仙農協西部畜産共進会が行われました。市内の
西部地域（吾妻町・愛野町・千々石町）から24頭
の黒毛和牛が出品され、平野幸一さん（千々石町）
の牛が金賞・銀
賞、田原清太さ
ん（吾妻町）の
牛が銅賞を受賞
しました。おめ
でとうございま
した。

スポーツ推進委員の中尾さんが30年勤続表彰

　11月17日・18日、サンドーム福井において、第
57回全国スポーツ推進委員研究協議会福井大会が
開催され、雲仙市スポーツ推進委員の中尾誠司さん
が30年勤続スポーツ推進委員表彰を受賞しました。
中尾さんは旧愛野町時代、体育指導委員に就任さ
れ、現在も雲仙市スポーツ推進委員として生涯ス
ポーツの普及や指導に大きく貢献されています。委
員としての
30年間の活
動が讃えられ、
今回の受賞と
なりました。
おめでとうご
ざいます。

少年の主張
最優秀賞に山口祐太さんと大石菜々実さん！

　平成28年度第11回雲仙市少年の主張大会が12月
3日、千々石町公民館で開催されました。市内の小・
中学生14人が学校生活や部活動で感じたこと、将来
への夢や希望、社会に対しての提言などを聴衆の皆
さんへ訴えかけました。
○小学生の部

最優秀賞　「ぼくのふるさと千々石」
山口　祐太さん（千々石第一小6年）

優秀賞　「人と人とのつながり」
加藤　美咲さん（大塚小6年）

○中学生の部

最優秀賞　「みならい魔法使い」
大石菜々実さん（愛野中2年）

優秀賞　「『思い』と『行動』をつないで」
町田　楓乃さん（千々石中2年）

瑞宝太鼓×ウィル・ガスリー
スペシャルコラボコンサートが開催されました

　12月1日、瑞宝太鼓体育館において、瑞宝太鼓×
ウィル・ガスリースペシャルコラボコンサートが行
われました。このコンサートは、平成29年10月に
フランス・ナント市において行われる芸術文化国際
交流事業で予定されている、瑞宝太鼓とフランスで
活躍するパーカッショニストのウィル・ガスリーさ
んのスペシャルコラボに先立ち、ウィル・ガスリー
さんの来日に合わせて行われました。和太鼓とパー
カッションという2つの異なるルーツを持つ楽器が、
すばらしく掛け合う芸術に観衆が魅せられ盛んな拍
手が送られまし
た。フランス本
公演での瑞宝太
鼓のすばらしい
演奏に、さらな
る期待が高まり
ます。
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News of Unzenニュースうんぜん
「スマイリーキクチ」さんの
教育講演会を開催しました

　12月8日、吾妻町ふるさと会館にて、タレントの
スマイリーキクチさんを講師に迎え、『言葉の責任　
ネットの被害者・加害者にならないために』と題し、
自らの体験をもとに、ネットによる人権被害につい
ての講演が行われました。参加者からは「真に迫っ
た講演で、とても勉強になりました。」「親の私もしっ
かり勉強して加害者にも被害者にもならないように
したい。」などの感想が寄せられ、私たちを取り巻く
メディア問題が身近にあることに驚くとともに、関
心の高さが伺
えました。他
人事ではない
この問題を、
まずは「親」
が知り、子ど
もたちを守り
ましょう。

神代小学校で算数科研究発表会が
開催されました

　11月25日、神代小学校において、算数科研究発
表会が開催されました。本市教育努力目標「豊かな
心と自ら学ぶ力をはぐくむ学校教育の実現」のため、
市教育委員会が平成27・28年度の2年間、研究校に
指定し、子どもたち一人ひとりの能力や適性に応じ
た適切な学習指導方法などについて実践的な研究が
進められてきました。当日は、市内外の小・中学校
の先生らが多数参加し、熱心に子どもたちが学び合
う姿をもとに、
学習指導方法
について活発
な意見交換が
なされました。

第67回 長崎県民体育大会が開催されました

　11月12日と13日、県下各地において第67回長崎県民体育大会が開催されました。雲仙市では19競技に
503人が出場し、熱戦を繰り広げました。� （敬称略）

長崎県スポーツ推進委員研究大会において4人が功労者表彰を受賞

　雲仙市スポーツ推進委員として地域
の生涯スポーツの普及・振興に取り組
まれ、10年以上の活動経験をされてい
る4人が功労者表彰を受賞しました。
　特に近年では、「雲仙アヅマクロス」
などの軽スポーツの普及や、ラジオ
体操の推進活動に取り組まれていま
す。今後も地域のリーダーとしてス
ポーツの振興に寄与されることが期
待されます。� （敬称略）

●団体
順位 競技名 種目
優勝 グラウンド・ゴルフ 女子

準優勝

ソフトテニス 成年Ⅱ部　Ｂグループ
ソフトボール 成年女子一般SP
テニス 成年女子

ゲートボール 男女

３位

バレーボール
一般男子
壮年男子

柔道 一般男子
相撲 成年
弓道 男子(遠的)

ソフトテニス 成年女子Bグループ
ソフトボール 壮年男子SP

●個人
順位 競技名 種目 選手名

優勝
陸上

男子40～44歳　やり投げ 田口　千早
男子45～49歳　砲丸投げ 田口　千早

レスリング 84kg級 川内　崇寛

２位

陸上 男子30歳未満　400m 小川　真生
弓道 男子個人（遠的） 山田　勝義

レスリング 74kg級 樫澤　誠也
グランド・ゴルフ 女子 宮崎　洋子

３位
陸上 女子50歳以上3000m 佐藤久美子
弓道 男子個人（遠的） 種村　裕次
空手 成年男子（個人形） 伊藤　一磨

（左）中島英俊（小浜町）
（右）田中貴光（小浜町）

平野　健（千々石町）永岡悦子（千々石町）
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News of Unzen ニュースうんぜん
地域の防犯活動に貢献された人が表彰されました

　市内で防犯活動をしている皆さんや防犯ポスター、防犯標語の入選者の皆さんが表彰を受けました。おめ
でとうございます。

○防犯功労者・功労団体表彰

○全防連表彰� 栄誉銅賞　竹下正文さん（吾妻安全パトロール隊副隊長）
○九防連表彰� 功労個人　馬渡功さん（吾妻安全パトロール隊副隊長）
○県防連表彰� 功労個人　奥野隆さん（愛のまち青少年安全パトロール隊員）
○県防連表彰� 功労団体　吾妻安全パトロール隊（隊長　本多重忠）

○防犯ポスター

○優 秀 賞　南串中学校１年　中村陽菜さん（子供・女性の犯罪被害防止）
○佳 　 作　南串中学校１年　森島采映さん（子供・女性の犯罪被害防止）
� 南串中学校１年　井上花音さん（暴力団離脱者就労支援）

○防犯標語

○最 優 秀 賞　南串中学校１年　中村瑠衣さん（子供・女性の犯罪被害防止）
○優  秀  賞　南串中学校１年　三宅恭輔さん（暴力団離脱者就労支援）
○佳 　 　 作　南串中学校１年　中村陽菜さん（暴力団離脱者就労支援）

【第10回雲仙市産業まつりが開催】
　12月4日、吾妻町のJA全農ながさき県南家畜市場において、第10回雲
仙市産業まつりが開催されました。当日はあいにくの雨模様でしたが、市
内の産品やイベントを目当てに市内外より多くの人が詰めかけました。

雲
仙
の
風
景

▲防犯功労者・功労団体表彰を
　受賞された皆さん

● 広報うんぜん
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平成27年国勢調査確定値が公表されました

　昨年10月1日に実施しました「平成27年国勢調査」の確定値が公表されましたのでお知らせします。
　前回の平成22年国勢調査に比べ、本市の人口は3,130人（6.6％）減少しています。また、地域別の人口では、
愛野地域を除く全ての地域が減少しています。

－雲仙市の人口及び世帯数－

　愛野町公民館の建替え工事のため、下記のスケジュールで閉館し、教育委員会愛野駐在・図書室が愛野総合支
所２階に移転します。なお、愛野町公民館の会議室などにて行われていた各種活動については、市内公民館や文
化会館などを代替施設としてご利用ください。
　市民の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

【会議室、講堂などの施設利用】
●利用できる期間
平成29年4月30日（日）まで
平成29年5月1日～5月31日は引越作業中ですが、
使用内容に応じて利用できる場合もありますので生
涯学習課へお問い合わせください。
●利用ができない期間
平成29年6月1日（木）から

【教育委員会愛野駐在】
●現在場所（愛野町公民館1階）事務所窓口
平成29年5月31日（水）まで
●移転場所（愛野総合支所2階）事務所窓口
平成29年6月1日（木）から平成31年春ごろ（予定）まで

【図書室】
●現在場所（愛野町公民館2階）図書室が利用でき
る期間
平成29年4月30日（日）まで
●利用ができない期間
平成29年5月1日（月）から5月31日（水）まで
　�※図書の返却はできます。
●移転場所（愛野総合支所2階）図書室が利用でき
る期間

平成29年6月1日（木）から平成31年春ごろ（予定）まで

※市内公民館や文化会館など代替施設の利用ができ
ない場合について、近隣の愛野農業研修センター
や愛野保健福祉センターなどの利用も検討中です
が、利用については一定の制限がありますので決
まり次第お知らせします。なお、このことについ
ては２月に説明会の開催を予定しています。

愛野町公民館が閉館し、愛野駐在・図書室が移転します

問　生涯学習課　☎37-3113

問　政策企画課　☎38-3111

区　分
平成27年国勢調査 平成22年国勢調査 人　口 世帯数

人　口 世帯数 人　口 世帯数 増　減 増減率
（％） 増減 増減率

（％）
全　国 127,094,745 53,448,685 128,057,352 51,950,504 △962,607 △0.8 1,498,181 2.9
長崎県 1,377,187 560,720 1,426,779 558,660 △49,592 △3.5 2,060 0.4
雲仙市 44,115 15,376 47,245 15,863 △3,130 △6.6� △487 △3.1�

地
　
域
　
別

国　見 9,902 3,239 10,444 3,334 △542 △5.2� △95 △2.8�
瑞　穂 5,124 1,658 5,525 1,779 △401 △7.3� △121 △6.8�
吾　妻 6,474 2,194 6,934 2,204 △460 △6.6� △10 △0.5�
愛　野 5,673 1,920 5,645 1,869 28 0.5� 51 2.7�
千々石 4,614 1,635 5,000 1,673 △386 △7.7� △38 △2.3�
小　浜 8,572 3,528 9,604 3,771 △1,032 △10.7� △243 △6.4�
南串山 3,756 1,202 4,093 1,233 △337 △8.2� △31 △2.5�
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㉄ 雲仙市
 男女共同参画センター
 （政策企画課内）
☎38-3111

　
11
月
1₆
日
に
、
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館
に
お

い
て
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
か
ら
自
分
の
身

を
守
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま

で
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期

間
」
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
デ
ー
ト
D
V
」
に
関
す

る
D
V
D
の
視
聴
の
ほ
か
、
雲
仙
警
察
署
の

警
察
官
に
よ
る
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
注
意

す
べ
き
こ
と
の
説
明
や
女
性
で
も
で
き
る
護
身

術
の
実
技
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
は
「
が
ん
ば
く
ん
」「
ら

ん
ば
ち
ゃ
ん
」
も
参
加
し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

者
と
一
緒
に
ツ
リ
ー
へ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン︵
※
︶

を
結
び
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
参
加
さ
れ
た
人
に

と
っ
て
、
D
V
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深

め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」か
ら
自
分
の
身
を

守
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

こちら
です。雲仙市消費生

活センター

『借金問題　一人で悩まず相談を』
　消費生活センターに寄せられる相談の中には、「多額の借金があり返済ができない」、「借金返済のために別のところ
から借金をしてしまった」、「複数の消費者金融やクレジット会社から借金しており月々の返済額が収入を超えている」、
といった相談があります。このような相談の場合、消費生活センターでは解決方法について説明を行い、必要に応じ
て法律の専門家（弁護士や司法書士）へスムーズに依頼出来るようお手伝いをしたり、無料の法律相談を案内したり
しています。
　借金問題を解決するには、「任意整理」「特定調停」「個人再生手続」「自己破産」といった債務整理の方法があります
が、法律の専門家へ委任することで業者からの請求が止まるので、あとはその人に合った方法で解決に向けて一緒に
考えながら前に進むことができます。また、委任する場合の費用についても、収入額が一定額以下であれば弁護士・
司法書士費用を立て替える民事法律扶助制度を利用することもできます。
　一人で悩まず、まずは相談しましょう。

★アドバイス★
　多重債務にならないために･･･。
・ 日常生活を見直し、生活設計を立てましょう。　
・返済できる計画が立たないお金は借りないようにしましょう。
・返済に困っても、借金返済のための借金はしないようにしましょう。

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

Vol.106

㉄ 雲仙市

 （政策企画課内）
☎38-3111

雲仙市男女共同参画講演会のお知らせ
「女性の“視点”で地域を元気に！～中身はよくて当たり前、見た目のおしゃれ化推進時代！～」
　「女性が輝く社会」をつくることは、これからの社会にとって大切なことであり、国においても、いま「女性の活躍」
の推進に力を入れて取り組んでいます。
　今回は、女性の“視点”で、地域のまちづくりや企業の新規事業・商品の企画など様々な分野
に取り組まれている株式会社パーティ・フー代表取締役社長の石井みな子氏から「女性の“視点”
を活用した地域を元気にするための方法」についてお話をしていただきます。
　女性ならではの感性や知恵を活かした取組みについて、一緒に考えてみませんか？
○日　時� 平成29年1月28日（土）午後1時30分～３時（午後1時　開場）
○場　所� 吾妻町ふるさと会館　研修室１
○講　師� 株式会社パーティ・フー　代表取締役社長　石井みな子　氏
○定　員　50人　※事前の申込みが必要です。
○申し込み方法� 電話またはメール、ファックスによる申込み　※次の事項についてご連絡ください。
� � ①参加者の氏名�②住所�③年代�④連絡先�⑤託児の有無（お子さんの氏名、年齢、性別）�
� � 【申込み締切り　平成29年1月20日（金）まで】
○申込み・問い合わせ先� 雲仙市男女共同参画センター（総務部政策企画課内）
� � � ☎：0957-38-3111�ファックス:0957-38-3514�メール:danjo@city.unzen.lg.jp

※「パープルリボン」は「女
性に対する暴力根絶」の
シンボルです。

参加費・託 児　無 料

↑特別ゲストの「がんばくん」と
「らんばちゃん」
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子育てサポートセンターの会員顔合わせ会を開催しました!!

○高等職業訓練促進給付金
　ひとり親家庭の父・母が資格を取得するために養成機関で1年以上修業する場合、生活費の負担軽減のため
「高等職業訓練促進給付金」を受給することができます。
　
　　〈課税世帯〉　　　月額　  70,500円
　　〈非課税世帯〉　　月額　100,000円
　　＊対象資格、対象要件があります。

○高等職業訓練促進給付金貸付
　高等職業訓練促進給付金の受給が決定した方を対象に、「入学準備金」「就職準備金」の貸付を行います。
　資格取得し、その資格をいかした業務に県内で5年間従事した場合、貸付金の返還が免除されます。
　
　　〈入学準備金〉　50万円以内　
　　〈就職準備金〉　20万円以内

詳しい内容についてはお問い合わせください。

子育て
とステーション

問　子ども支援課　☎36-2500

ひとり親家庭の父・母の資格取得を応援します

　子育てサポートセンターでは、保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど子育て中の
“ちょっと困った！ ”を解決する応援をしています。
　子育てサポートセンターとは、育児の支援を受けたい人（依頼会員）とそれをサポートしてく
ださる人（協力会員）で構成されています。依頼があったら、依頼会員と協力会員が顔合わせを
した上で、援助活動を行っています。
　今回は、複数の会員さん同士の顔合わせ会となりましたが、依頼会員登録、顔合わせは必要に
応じて随時行っています。お気軽にご相談ください。
　子育てサポートセンターは地域の方々とのつながりを大切にし、安心して子育てできる環境を
応援しています。詳しくは、子育てサポートセンター事務局までお問い合わせください。

問　雲仙市子育てサポートセンター　☎36-2500

看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士
歯科衛生士、栄養士、調理師、美容師など22種類

対象資格

▲顔合わせを行う依頼会員と協力会員
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　発達障害は、自閉症、LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）など、脳機能の発達に関
係する障害です。発達障害のある子どもは、他人との関係づくりやコミュニケーションなどが苦手
ですが、優れた能力が発揮されている場合もあり、周りから見てアンバランスな様子が理解されに
くい障害です。発達障害の人たちが個々の能力を伸ばし、社会の中で自立していくためには、子ど
ものうちからの「気づき」と「適切なサポート」、そして、発達障害に対する私たち一人ひとりの理
解が必要です。

　発達障害のある子どもは、社会性やコミュニケーションが苦手なため、保育園や小学校などの集
団に入ると、さまざまな問題や困難に直面することになります。その中で子どもが自信を失う二次
障害につながったり、親のしつけが悪いといわれたりして、保護者が悩む事も少なくありません。
　そのまま放っておくと、周囲から誤解され、不登校や引きこもりといった三次障害につながる場
合もあります。
　発達障害のある子どもが、社会に適応する力を身につけながら、自分らしく成長できるようにす
るためには、発達障害に早く気づき、一人ひとりにあった支援を受け、対応していくことで、子ど
もの過ごしやすい環境をつくることが大切です。

発達障害って、なんだろう？

発達障害の代表的なもの

自閉症
・ことばの発達が遅れ、オウム返しが多い
・会話が一方的で、自分の興味があることば
かり話す

・コミュニケーションをとることが苦手
・相手の気持ちを読むことが苦手
・こだわった行動が多い　

アスペルガー症候群
・基本的にことばの遅れはない
・相手の気持ちを読むことが苦手
・コミュニケーションをとることが苦手
・会話が一方的で、自分の興味があることば
かり話す

・不器用　(ことばの発達に比べ、手先を使
うことや運動などが苦手）

ADHD（注意欠陥多動性障害）

・注意、集中することが難しい
・しきりに手足を動かしたり、すぐに席を
立ったりする
・じっとしていられない、衝動的に行動する
・友達とのトラブルが多い
・不注意で忘れ物が多い
・ぼんやりしている事が多い

LD（学習障害）

・「読む」「書く」「計算する」などの一部の
ことだけが極端に苦手
・言いたいことをうまく表現できない
・行をとばしたり、ことばを省略して読む

【発達障害】に関する情報は、下記にも掲載されています。

お役立ち情報＞発達障害って、なんだろう？

【発達障害】に関する情報は、下記にも掲載されています。

お役立ち情報＞発達障害って、なんだろう？

子ども支援課
☎３6－2500

ご相談
お問い合わせ
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月1 の 集 団 健 診
 婦人がん検診 乳がん検診 子宮がん検診 骨粗しょう症検診＋

町 実施日 会　　場 備　　考

小　浜 1月22日㈰ 午前 南本町公民館 ●負担金
　子宮がん 300円
　乳がん 500円
　骨粗しょう症 300円
※70歳以上・生保は無料吾　妻 1月22日㈰ 午後 ふるさと会館

【対象者】子宮がん検診（20歳以上）／乳がん検診（40歳以上）／骨粗しょう症検診（40・45・50・55・60・65・70歳）

問い合わせ  ◆特定健診・後期高齢者健診  ：総合窓口課   保険年金班　　☎0957-38-3111
 ◆がん検診・若年者健診　など：健康づくり課 健康推進班　☎0957-36-2500

あなたの生活、サポートします！

まずはご相談を
こんなことはありませんか？

「生活に困った…家計が苦しい」、「失業期間が長く再就職に不安がある」
「相談できる人がいない」

あなたの生活・お金・仕事に関する悩みを解決するために
私たちは支援します。

問題を抱えている人は、どなたでも遠慮なくご相談ください。

ご相談
お問い合わせ

雲仙市福祉事務所　保護課
☎0957-36-2500   （平日９：３０～１７：１５）

平日がお忙しい女性の方のために
今回の検診は日曜日に実施します！

 健（検）診の受診はお済みですか？
 市が行っている平成28年度の健（検）診が、平成29年2月28日で終了します。まだ受診がお済みでない人は、下記によ
り受診をお願いします。
○特定健診・後期高齢者健診・若年者健診・がん検診
「集団」　終了しました。
「個別」　平成29年2月28日で終了。早めの予約・受診を！
○婦人検診（子宮がん・乳がん）
「集団」平成29年1月22日（日）本年度最後です。
　　　　午前　南本町公民館（小浜町）　午後　ふるさと会館（吾妻町）
「個別」　平成29年2月28日で終了。早めの予約・受診を！！

※個別健（検）診を受診予定の人へ　
　実施医療機関へ各自で予約して受診してください。健診期間終了前は、申込みが大変混み合います。

あなたに合った
支援を一緒に
考えます。

ご自分のため、
ご家族のためにも、
１年に１度は健診を 
受けましょう！！

【受付時間】　（午前）　午前8時30分～午前9時
 （午後）　午後1時30分～午後2時

相談無料・秘密厳守
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休
日
在
宅
歯
科
医
当
番
医

1月
健
康
テ
レ
ホ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 
☎
0
1
2
0－
5
5
5－
2
0
3

【
長
崎
】 
☎
0
9
5－
8
2
6－
5
5
1
1

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談（
P
H
S、
IP
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）

市
教
育
委
員
会「
親
子
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
96
－
79
47

市
福
祉
事
務
所「
家
庭
ホ
ット
ラ
イ
ン
」
…
…
…
…
…
☎
01
20
－
92
8－
47
1

県
教
育
委
員
会「
24
時
間
子
供
SO
Sダ
イ
ヤ
ル
」 
☎
01
20
－
0－
78
31
0

（
診
療
時
間
／
午
前
9時
～
12
時
）

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
は
、携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
9時
か
ら
翌
朝
午
前
9時
ま
で
の
24
時
間
、同
じ
内
容
の
テ
ー
プ
が

3分
間
流
れ
ま
す
。

※
内
容
は
、専
門
の
医
師
、歯
科
医
師
が
作
り
ま
す
。

長
崎
県
保
険
医
協
会

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

１
日 2日 ３
日
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日

医
療
機
関
名

所
在
地

電
話
番
号

7777

1

9日 15
日

22
日

29
日

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

86
-3
12
2

68
-0
01
7

86
-5
15
0
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-0
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0
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-3
53
5

62
-4
74
5
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-4
54
7
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-6
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0

八
木
歯
科
医
院

森
元
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

渡
部
歯
科
医
院（
口
之
津
）

末
吉
歯
科

小
嶺
歯
科
医
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有
江
）

喜
多
歯
科
医
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科
医
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高
城
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

南
島
原
市
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原
市

南
島
原
市

島
原
市

南
島
原
市

島
原
市

雲
仙
市

島
原
市

87
-3
16
3

65
-0
23
3

87
-2
12
1

62
-5
02
6
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-2
26
3

64
-5
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7
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21
5
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1

山
崎
歯
科
医
院

ま
つ
お
デ
ン
タ
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ク
リ
ニ
ッ
ク

渡
邉
歯
科
医
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加
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佐
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加
津
佐
）

ま
き
歯
科

馬
場
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科
医
院

は
ら
ぐ
ち
歯
科
医
院

5

■
市
県
民
税（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
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第
７
期
）

　
納
期
は
、１
月
３
１
日（
火
）で
す
。

今
月
の
税

倦
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感
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感
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た
ら

痔
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治
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予
防

こ
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が
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気

不
安
神
経
症

腎
不
全
と
透
析
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仙
市
成
人

式（
午
後
2
時
～
、ハ
マ

ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

●
雲
仙
市
消
防
出
初
式

　
（
午
前
9
時
3
0
分
～
正

午
、小
浜
マ
リ
ン
パ
ー
ク
）
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康
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時３
０分
～正

午、
国見
総合
福祉
セン
ター
）

●
行
政
相
談（
午
後
１
時
～４
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ゃ
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康
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国
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修
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）
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政
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●
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～４

時
、南
串
山
総
合
支
所
）
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野
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行
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前
９
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穂
総
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所
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●
行
政
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前
９
時
～
正

午
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町
ふ
る
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会
館
）

●
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串
山
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　 （
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妻
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セ
ン
タ
ー
）

●
商
工
会
内
村
周
子
講

演
会（
午
後
1時
30
分

～
、吾
妻
町
ふ
る
さ
と

会
館
）
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）
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病
院
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町
36
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医
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01
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る
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と
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●
２
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児
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健
康

診
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１
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前
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３
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３
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佐
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４
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５
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３
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０
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２
０
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Ｐ
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３
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12
11
10
9月

日1月
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

う
ん
ぜ
ん

昭
和
の
日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会

カ ー ネ ー シ ョ ン

※
行
事
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

医●
の
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
午
前
の
相
談（
受
付
/9
:3
0～
10
:3
0、
12
月
の
対
象
/H
27
.1
2～
H
28
.7

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、市
民
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
原
爆
被
爆
者
健
診
の
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
健
康
事
業
団
　
健
診
事
業
課
　
☎
0
9
5
7
-4
3
-7
1
3
1

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

憲
法
記
念
日

文
化
の
日

成
人
の
日

元
日

振
替
休
日

● ● ● ● ● ●
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に
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知
を
送
付
し
て
い
ま
す
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●
午
前
の
相
談（
受
付
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:3
0～
10
:3
0、
1月
の
対
象
/H
28
.1
～
H
28
.8

生
）は
参
加
自
由
。午
後
の
相
談
対
象
者
に
は
、通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
の
お
問
合
せ
は
、総
合
窓
口
課（
☎
38
-3
11
1）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
…
休
日
在
宅
当
番
医（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

医

12
日（
火
）～
16
日（
土
）　
　
●
小
浜
地
区
集
団
健
診（
小
浜
体
育
館
）　
※
詳
細
P1
3

●
第
8回
雲
仙
市
民
音

楽
祭（
午
後
1時
～
、

国
見
町
文
化
会
館
）

●
雲
仙
市
湯・
YO
Uマ
ラソ

ン
大
会（
午
前
9時
～）

体
育
の
日

勤
労
感
謝
の
日

天
皇
誕
生
日

医医

医医医医

医医

医医 医医医 医医医



先着順で市有地を公売します
【公売対象物件】
物件No． 所在 地番 登記地目 現況地目 登記面積 売却価格
１ 愛野町甲 328番２ 宅　地 雑種地 346.62㎡ 3,549,353円
２ 小浜町富津 3780番２ 雑種地 雑種地 253㎡ 993,531円
３ 小浜町南木指 ８番２ 宅　地 雑種地 992.86㎡ 10,320,779円

【受付期間】平成29年２月１日㈬～４月28日㈮
　　　　　　※閉庁日（土・日・祝祭日）は除く。受付時間は、午前８時30分～午後５時15分

【受付場所】財産管理課（雲仙市役所２階）

【申込方法】�財産管理課・各総合支所地域振興課に備え付けの市有地売却に係る先着順公売案内書（市ホー
ムページからもダウンロードできます。）をご覧になり、所定の申込書に必要事項を記入し、
申し込みに必要な書類等を添えて申し込みください。※公売物件は現状有姿での引き渡しと
なりますので、事前に現地をご確認ください。

【売却方法】�申込資格や土地の利用計画などが雲仙市の定める条件に適合した人で、最も早く申し込まれ
た人に売却します。

　※�売却条件やの申込資格など、詳しくは公売案内書をよくご覧ください。その他詳細については、財産
管理課に問い合わせてください。

� 問　財産管理課　☎38-3111

償却資産をお持ちの人は申告しましょう
　償却資産の対象となるものを市内に所有する人は、「所得税の確定申告や市県民税の申告」とは別に、『償
却資産』の申告が必要です。申告書や耐用年数表は、雲仙市役所税務課固定資産税班または各総合支所地
域振興課にあります。

●償却資産とは
　会社や個人の事業者、農林水産業、アパート経営者などが所有する土地・家屋以外の事業用資産で、
その減価償却費が法人税や所得税の所得計算で、損金または必要経費として計上されるものをいいます。

●償却資産の具体例
業　　種 資　　　産
農業 ビニールハウス、温室、籾摺機、管理機、高設栽培棚など

アパート経営 舗装、フェンス、看板など
飲食店 テーブル、厨房用品、カラオケ、冷凍冷蔵庫、レジスターなど
小売店 陳列台、ショーケース、自動販売機、冷蔵庫、看板など
工場 旋盤、プレス機、溶接機、切削器具、受変電装置など

サービス業 理容・美容器具、洗車機、遊戯器具、洗濯機、ゲーム機など

【申告期限】平成29年１月31日㈫まで

【申 告 先】雲仙市役所税務課固定資産税班または各総合支所地域振興課　（郵送でも提出できます。）

◎家屋を取り壊したら「家屋滅失届」の提出をしましょう
　家屋を取り壊した後、速やかに家屋滅失届を提出しないと、固定資産税が課税されることがあります。
　お早めに提出をお願いします。

� 問　税務課固定資産税班　☎38-3111
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毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
の
深
い
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回

は
島
原
市
内
に
あ
る「
浜
の
川
湧
水
」で

す
。

　
海
に
ほ
ど
近
く
、
時
折
潮
の
匂
い
を

感
じ
る
港
町
の
一
角
に
、
忽
然
と
湧
き

出
す
真
水
。
こ
れ
が「
浜
の
川
湧
水
」で

す
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
も
歩
け
ば
海
辺

に
な
る
こ
の
場
所
に
、な
ぜ
き
れ
い
な
真

水
が
湧
き
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
眉
山
や
普
賢
岳
の
山
々
に
降
っ
た
雨

は
、
地
下
に
し
み
こ
み
、
長
い
時
間
を

か
け
て
地
層
の
中
を
通
過
し
て
き
た
後
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
む
湧
水
と
な
っ

て
地
表
や
海
底
に
湧
き
出
し
ま
す
。
島

原
の
市
街
地
は
、
た
く
さ
ん
の
水
を
た

た
え
た
山
々
の
麓
に
位
置
し
て
い
る
た

め
、水
が
豊
富
に
湧
き
出
す
の
で
す
。
今
、

浜
の
川
湧
水
が
あ
る
場
所
は
、
か
つ
て

は
海
で
し
た
。
お
そ
ら
く
湧
水
も
海
底

に
湧
き
出
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
１
７
９
２（
寛
政
４
）年
５
月
21

日
、
眉
山
が
強
い
地
震
に
よ
っ
て
大
崩

壊
を
起
こ
し
、
大
量
の
土
砂
が
海
を
埋

め
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
海
だ
っ
た

と
こ
ろ
が
陸
地
に
な
っ
た
た
め
、
海
底

に
湧
き
出
し
て
い
た
水
が
地
上
に
湧
き

出
し
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
海
沿
い
に
湧
き
出
す
真
水
は
貴
重
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
を
求
め
て
人
が

集
ま
り
、
い
つ
し
か
港
町
が
で
き
ま
し

た
。
１
９
１
５（
大
正
４
）年
、
浜
の
川

湧
水
に
隣
接
す
る
お
店
が
、
１
年
で
最

も
寒
い＂
大
寒
＂の
時
期
に
さ
ら
し
た
も

ち
米
の
粉
で
作
っ
た
白
玉
団
子
を
、
湧

水
で
作
っ
た
シ
ロ
ッ
プ
に
浸
し
て
食
べ

る「
か
ん
ざ
ら
し
」を
売
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
お
店
が「
銀
水
」で
す
。
浜
の
川
湧

水
を
使
う
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
か
ん
ざ

ら
し
の
独
特
の
食
感
と
、
甘
く
て
奥
深

い
シ
ロ
ッ
プ
の
味
は
、
眉
山
の
大
崩
壊

が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
、
島
原
の
名
物
で
す
。

　
次
回
は
、
雲
仙
の「
霧
氷
」を
紹
介
し

ま
す
。

※「
銀
水
」の
開
店
時
間
は
10
時
～
17
時
。

　
店
休
日
は
毎
週
火
曜
日
。

問　
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会

�

☎
０
９
５
７（
65
）５
５
４
０

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

山
崩
れ
が
生
ん
だ
島
原
名
物

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

　
　
　
　
　〜
浜
の
川
湧
水
と
銀
水

→ 

写
真　
浜
の
川
湧
水
（
手
前
）
と
そ
こ
に
隣
接

す
る
「
銀
水
」

　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの
魅力を、各分野の専門家が毎月やさしく紹介します。ふるって
ご参加ください！
日　時：平成２９年１月21日㈯　午前10時～正午
場　所：南島原市口之津公民館講堂
参加費：無料
講　師：原田 建夫 氏（前 口之津歴史民俗資料館長）
題　目：口之津の歴史と文化

　今年もジオパーク検定（初級編、中級編 ※中級編
は初級編合格者に限る）を開催します。ぜひチャレンジ
してください。

日時：平成29年2月5日㈰　午前１０時～
場所：がまだすドーム　セミナー室
試験問題：「島原半島ジオパークのことがわかる

本」2012年度改訂版から70%以上出題。※
初級編は全問3択問題、中級編は70％が3択
問題、30%が筆記問題。
申込方法：島原半島ジオパーク協議会のホーム

ページまたはジオパーク検定事務局に設置して
いる申込用紙に必要事項を記入の上、申し込
んでください。
検定料：高校生以上 １，０８０円
　　　　中学生以下 540円
申込締切：平成２９年１月２３日㈪　(必着)

第８回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー

第６回島原半島ユネスコ世界ジオパーク検定
参加者募集

申・問　ジオパーク検定事務局
　　　　（島原半島ジオパーク協議会事務局）
 ☎０９５７－６５-５５４０
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　簡単にできるプロの味を学びましょう。「タルト・
ショコラ」や「パウンドケーキ」を作ります。
日時 1月28日㈯　午後０時30分～３時30分
講師 松尾�利博�氏�（ケーキとパンの店�パック）
対象 高校生～一般
定員 12人（先着順）
費用 1,500円程度（材料代）
持参品 エプロン、三角巾、タオル、筆記用具　
場所 国見農村環境改善センター
申込先 生涯学習課 国見駐在　☎78-1100
申込期間 １月10日㈫～24日㈫

　パティシエに学ぶ
　バレンタイン・スウィーツ教室

　男性にも出来る「手打ちうどん」の体験学習です。
「手作り�できたて」を是非お楽しみください。
日時 2月9日㈭　午前９時～午後１時
講師 山口�照男�氏　他
対象 一般男性
定員 20人　　
費用 500円（材料代）
持参品 エプロン、三角巾、手拭用タオル、筆記用具
場所 国見農村環境改善センター
申込先 生涯学習課 国見駐在　☎78-1100
申込期間 1月10日㈫～2月3日㈮

　  男性料理教室「手打ちうどん作り体験」

　詩歌や俳句などに節を付けて、みんなで歌います。
基礎の発声方法から学べる体験教室。思い切り声を
出すことで健康やストレス解消にもなります。
日時 １月25日、２月１日、８日、15日、22日
　　 毎週水曜日　午後１時30分～３時30分
講師 横田��岳艶�氏
　　（日本詩吟学院岳風会認可岳鐘会代師範）
対象 一般・高齢者
定員 10人程度　　　
費用 無料　
場所 小浜老人福祉センター　研修室
申込先 生涯学習課 小浜駐在　☎74-5501
申込締切 １月24日㈫まで

　　詩吟　～初めての詩吟体験教室～

　普段なかなか家では作らないかりんとう！　
　実は手軽な材料で簡単に作れ、味付けしだいで
バラエティにとんだおやつになります♪
日時 ２月１日㈬　午後１時30分～３時30分
講師 中村�ひとみ�氏�（風の丘だんだん店主）
対象 一般女性　　
定員 16人（先着順）
費用 500円（材料代）
持参品 �エプロン、三角巾、手拭用タオル
場所 南串山保健福祉センター（調理実習室）
申込先 生涯学習課 南串山駐在　☎88-3114
申込期間 １月４日㈬～24日㈫　

　 「お菓子づくり教室」
　　～いろんな味のかりんとうを作ろう～

　一年のうちには色んな行事や祭事があります♪
その時期に合うお洒落なしつらえと料理を学び、四
季のうつろい�日本の良き伝統にふれましょう～
― 料理編 ―　
　恵方巻き、肉団子と青菜の春雨クリーム煮、さけ
るチーズとポテトのサラダ
日時 １月26日㈭　午前10時～午後１時
講師 豊島�美絵子�氏　他��（市食改南串山支部）
対象 一般　　
定員 16人（先着順）
費用 500円程度（材料代）
持参品 米１合、エプロン、三角巾、手拭用タオル
場所 南串山保健福祉センター（調理実習室）

― しつらえ編 ―　
　折り紙でひな人形を作り、色紙に飾りましょう♪
日時 １月26日㈭　午後１時30分～３時30分
講師 久米�みつ子�氏
対象 一般　　
定員 16人（先着順）
費用 300円程度（材料代）
持参品 ハサミ、のり
場所 南串山保健福祉センター（２階会議室）

▶しつらえ＆料理の申込先と期間
申込先 生涯学習課 南串山駐在　☎88-3114
申込期間 １月４日㈬～18日㈬

　 春夏秋冬　しつらえ＆料理教室

市民講座市民講座市民講座UNZENUNZENUNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９時～午後５時までです。皆さんのご応募お待ちしています。
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市民講座市民講座市民講座UNZENUNZENUNZEN 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日午前９時～午後５時までです。皆さんのご応募お待ちしています。

　履いているだけで床がキレイになる「スリッパ
モップ」やお部屋のホコリを取る「ハンディモップ」・
「フロアモップ」を手作りします。楽しく作って、
そうじも楽しく。
日時 １月23日㈪、25日㈬、30日㈪、
　　 ２月１日㈬、６日㈪
　　  午後１時30分～３時30分
講師 末岡�佐代子�氏
対象 一般　　定員 12人（先着順）　　費用 無料　　
持参品 �アクリル100％の並太毛糸７玉（４玉・２玉・

１玉　計３色の７玉）・かぎ針７号・はさみ
場所 千々石町公民館　
申込先 千々石町公民館　☎37-2520　
申込期間 １月５日㈭～18日㈬

　 おそうじスリッパ＆モップ作り教室
　初心者の人でもわかりやすい編み方で作ります。
たくさん入って、用途もいろいろ楽しめそう♪
日時 ２月７、10、14、17、21、24日
　　 毎週㈫、㈮　午前10時～正午
講師 田中�恭子�氏　
対象 一般
定員 12人（先着順）
費用 1,300円（材料費）
持参品 �筆記用具、はさみ、木工用ボンド（速乾性）、�

洗濯ばさみ５～10個、定規
場所 愛野町公民館
申込先 愛野町公民館　☎36-0616　
申込期間 １月10日㈫～23日㈪

　  エコクラフトで作る大きめのかごバッグ

雲仙市図書館 休館のお知らせ
１月17日㈫～19日㈭
　年末年始・月曜日の休館に加えて上記の期間、
資料の整理・除籍のため、雲仙市図書館を休館
いたします。
　ご利用の皆さまには、ご不便をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。 

歴史研究会開催のお知らせ
　研究会では「古墳時代の九州の土器が、近畿地方・中
国地方からの影響で、どのように変化し、広がっていった
のか」、各地の最新の発掘成果や研究をもとに検討を行
います。入場は無料ですので、多くの皆様の参加をお待ち
しています。
　また、研究会にあわせて、雲仙市歴史資料館国見展示
館において、「長崎県の古墳時代土器展」を開催します。
雲仙市からも多くの出土品が見つかっています。古代の
歴史ロマンを感じに資料館へ是非おいでください。
 「第19回九州前方後円墳研究会」
　場所：国見町文化会館「まほろば」
　日時：１月21日㈯ 午後０時30分～５時30分、
　　　　　　22日㈰ 午前９時～午後３時
　内容：基調講演 富山大学 次山 淳 教授
　　　　地域報告、（２日目午後）討論会

「長崎県の古墳時代土器展」
　場所：雲仙市歴史資料館　国見展示館
　期間：１月21日㈯～３月31日㈮
　開館日：月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
　開館時間：午前９時から午後５時
　入館料：無料
　※1月21（土）、22日（日）は開館します。
　問い合せ先：国見展示館　☎78-2334

【問い合わせ先】雲仙市図書館　☎78-3977

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

休館日 　　　　　正午～午後８時開館 　　　

雲仙市国見町龍王遺跡出土の古墳時代土器

２月18日㈯
・回転木馬おはなし会
・絵本作家　あいはらひろゆき氏　講演会
　（人気絵本「くまのがっこう」などで文章を担当）
２月19日㈰
・はたらく車大集合
【２日間開催】� ★ブックリサイクル 
  ★しおりプレゼント
場所：雲仙市図書館 

第12回雲仙市としょかんまつり
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～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
心
配
ご
と
や

困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
こ
と
、学
校
の
こ
と
、

介
護
の
こ
と
、
経
済
的
な
こ
と
な

ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ

さ
い
。

（
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※
（　
）
は
担
当
地
区

※
◇
は
主
任
児
童
委
員
（
児
童
福

祉
専
門
）

◎
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員

�

（
再
任
含
む
）

任
期
：
平
成
28
年
12
月
1
日

　
　
　
～
平
成
31
年
11
月
30
日

▼
佐
藤
忠
壽
（
魚
洗
川
、百
花
台
、

小
ケ
倉
）
▼
荒
木
保
子
（
金
山
）

▼
前
田
民
子
（
植
松
、
原
口
）
▼

竹
田
周
三
（
中
高
下
、
下
高
下
、

田
久
保
）
▼
和
住
友
子
（
馬
場
第

一
、馬
場
第
二
）▼
石
田
み
を（
轟

木
）
▼
林
田
哲
郎
（
港
町
）
▼
遠

藤
家
持
（
船
津
東
）
▼
下
田
和
子

（
船
津
中
央
）
▼
釣
川
義
紀
（
船

津
西
）
▼
酒
井
忠
信
（
八
斗
木
）

▼
清
水
喜
代
美
（
宮
田
）
▼
太
田

正
剛
（
篠
原
、
川
原
田
）
▼
太
田

敬
子
（
今
出
、
尾
茂
）
▼
伊
達
英

子
（
南
下
原
）
▼
吉
田
文
子
（
北

下
原
東
）▼
重
松
明（
北
下
原
西
）

▼
吉
田
正
昭
（
山
ノ
上
、
楠
高
）

▼
香
月
裕
純
（
東
里
）
▼
横
尾
健

一
（
西
里
）
▼
島
田
清
孝
（
上
里
、

上
古
賀
）
▼
川
浪
由
美
子
（
下
古

賀
）
▼
鈴
木
茂
光
（
片
田
）
▼
後

藤
美
枝
子
（
小
路
、
向
町
）
▼
久

保
由
美（
川
西
）▼
永
野
良
勝（
川

東
）
◇
桑
田
博
文
（
国
見
町
全
地

区
）◇
鵜
殿
妙（
国
見
町
全
地
区
）

▼
神
﨑
良
次
（
栗
林
）
▼
橋
本
春

代
（
東
）
▼
島
田
正
德
（
岩
戸
）

▼
宮
﨑
健
司
（
西
岩
戸
）
▼
竹
田

正
美
（
河
内
）
▼
秋
田
啓
二
（
杉

峰
）
▼
内
田
利
則
（
古
江
）
▼
益

田
克
巳（
伊
古
）▼
前
田
晴
男（
船

津
）
▼
山
口
照
男
（
大
川
）
▼
松

本
え
み
子
（
横
田
）
▼
中
山
英
俊

（
高
田
・
桑
田
）
▼
鈴
木
カ
ク
子

（
岡
）
▼
永
田
芳
郎
（
夏
峰
）
◇

前
田
博
子
（
瑞
穂
町
全
地
区
）
◇

前
田
良
和
（
瑞
穂
町
全
地
区
）

▼
野
田
信
弘
（
三
室
一・三
室
二
）

▼
浦
川
道
子（
三
室
三・三
室
四
・

岩
戸
）
▼
村
山
芳
和
（
平
木
場
・

西
光
寺
・
田
内
川
）▼
平
田
亨（
守

山
馬
場
・
古
庄
）
▼
兵
藤�

順
子

（
萩
ノ
本
・
田
之
平
）
▼
小
川
博

（
大
木
場
・
横
田
）
▼
田
原
光
則

（
田
川
原
・
新
城
）
▼
田
口
加
代

子（
牛
口
東
）▼
佐
々
木
智
子（
牛

口
三
・
牛
口
四
）▼
馬
場
洋
子（
山

田
馬
場
・
栗
林
）
▼
柿
川
諭
（
柿

田
・
布
江
）▼
前
田
末
広（
川
床
・

牧
ノ
内
）
▼
荒
平
隆
（
黒
仁
田
・

山
田
原
）
▼
北
川
武
彦
（
永
中
・

河
内
）
▼
嶺
博
明
（
吹
ノ
原
・
大

熊
一
）
▼
熊
﨑
正
一
（
大
熊
二
）

▼
山
崎
真
由
美
（
中
阿
母
）
▼
松

平
泉
（
阿
母
崎
一
・
阿
母
崎
二
）

◇
清
水
嘉

（
吾
妻
町
全
地

区
）
◇
脇
坂
法
義
（
吾
妻
町
全
地

区
）

▼
村
上
春
美（
新
崎
・
川
端
・
東
）

▼
織
田
正
一
（
舟
津
・
迫
・
順
手

（
一
部
））
▼
柴
田
ひ
ろ
み
（
順
手

（
一
部
）・
本
町
）
▼
山
口
豊
（
有

明
・
サ
ン
・
コ
ー
ポ
ラ
ス
１
棟
）

▼
安
藤
良
子
（
本
下
・
平
和
・
八

幡
・
原
）
▼
松
永
ミ
ツ
子
（
境
ノ

尾
・
新
町
・
小
無
田
・
サ
ン
・

コ
ー
ポ
ラ
ス
２
棟
）
▼
平
野
美
也

子
（
寺
ノ
尾
・
玉
垣
・
浜
口
）
▼

松
尾
用
志
郎
（
幸
町
・
田
端
・
中

島
）
▼
小
無
田
公
子
（
桜
山
・
山

沢
・
中
野
・
浜
）
◇
大
久
保
良
子

（
愛
野
町
全
地
区
）
◇
大
石
ス
ギ

ヨ
（
愛
野
町
全
地
区
）

▼
前
車
次
雄
（
上
石
田
・
下
石

田
・
上
町
・
中
町
・
北
元
江
）
▼

吉
岡
勝
己
（
瀬
々
尾
・
中
島
・
八

ケ
島
）
▼
平
山
愼
一
郎
（
犬
丸
・

南
元
江
・
日
ノ
田
）
▼
島
嵜
幸
惠

（
須
ノ
崎
・
金
屋
・
釜
）
▼
佐
藤

純
一（
上
塩
浜
・
下
塩
浜
・
塩
屋
）

▼
坂
中
俊
文（
島
・
平
和
・
大
迫
）

▼
岩
本
悦
良
（
峯
・
中
尾
・
河

内
・
岡
東
・
吾
妻
一
・
吾
妻
二
・

平
畑
）
▼
長
濱
正
幸
（
上
山
頭
、

下
山
頭
、
寺
ノ
元
）
▼
林
田
房
子

（
下
狩
場
・
上
野
田
）
▼
西
川
富

貴
子
（
神
ノ
下
・
森
馬
・
白
津
・

野
取
）
▼
林
田
洋
（
桂
ノ
迫
・
飯

岳
・
高
野
）
▼
松
尾
美
千
子
（
西

中
組
・
東
中
組
・
己
ノ
鍔
・
白
新

田
）▼
山
本
清
江（
下
岳
・
上
岳
）

◇
山
口
洋
子（
千
々
石
町
全
地
区
）

◇
林
田
秀
美（
千
々
石
町
全
地
区
）

▼
田
中
喜
代
春
（
木
津
）
▼
宮
﨑

ち
づ
よ
（
西
小
浦
・
東
小
浦
）
▼

田
中
邦
子（
加
美
・
日
見
・
殿
川
）

▼
森
博
（
下
山
領
・
上
山
領
）
▼

岩
永
政
𠮷
（
北
村
）
▼
馬
塲
敏
治

（
北
野
）
▼
中
村
時
子
（
平
松
・

羽
毛
合
）
▼
井
上
映
子
（
少
路
・

朝
日
山
）
▼
草
野
高
裕
（
西
中
・

東
中
）
▼
吉
岡
誠
一
（
宮
ノ
丁
・

田
之
中
・
刈
水
）▼
三
好
範
子（
北

湯
ノ
崎
・
南
湯
ノ
崎
・
新
湯
ノ

国
見
町

瑞
穂
町

吾
妻
町

愛
野
町

千
々
石
町

小
浜
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員
（
再
任
含
む
）
と
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
敬
称
略
〉

問　
福
祉
課　
☎
36
－
２
５
０
０
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おおおおおおおおおおおお福福福福福福福福福福福福 知知知知知知祉祉祉祉祉祉 ららららららららららららのののののののののののののののののの せせせせせせせせせ

崎
・
マ
リ
ー
ナ
）▼
草
野
明
子（
山

ノ
上
）▼
佐
藤
忠
隆（
小
浜
病
院
・

脇
浜
・
上
脇
）
▼
森
田
元
夫
（
道

前
・
鬢
串
）▼
伊
德
英
雄（
日
当
・

蔭
平
）
▼
荒
木
昭
久
（
新
町
・
上

須
賀
・
中
須
賀
）▼
荒
木
勇
治（
下

須
賀
・
小
田
崎
・
林
ノ
内
）
▼
金

澤
秀
司
（
小
田
山
・
大
木
場
）
▼

濵
田
悟
（
小
地
獄
）
▼
荒
木
冨
子

（
新
湯
）▼
福
田
由
美（
寺
ノ
馬
場
）

▼
野
口
邦
夫
（
古
湯
・
別
所
）
▼

出
口
秀
昭
（
浜
口
・
浜
・
野
中
）

▼
本
田
修
一
（
下
木
場
・
上
木

場
・
目
付
石
）▼
笹
田
ミ
サ
子（
大

亀
・
小
野
河
内
）▼
松
永
東
一（
上

区
・
中
区
）
▼
田
中
奈
壽
子
（
下

区
・
原
区
・
茂
尾
）
▼
松
島
民
廣

（
菜
切
・
清
水
・
上
方
・
浜
方
）

▼
馬
場
博
（
影
平
・
上
光
手
・
下

光
手
）
◇
田
中
信
子
（
小
浜
町
全

地
区
）
◇
草
野
興
子
（
小
浜
町
全

地
区
）

▼
茂
和
夫
（
鬼
池
）
▼
三
宅
淳
子

（
白
頭
・
板
引
）▼
大
石
親
德（
門

山
・
樫
峰
）
▼
志
方
敏
一
（
加
例

川
・
井
手
ノ
上
・
日
原
）
▼
加
藤

靖
子（
上
大
良
・
妙
見
・
椎
木
川
）

▼
永
吉
和
洋
（
溜
水
・
新
山
・
内

平
）
▼
竹
下
秀
也
（
上
木
場
・
西

浜
）
▼
久
米
一
晃
（
水
ノ
浦
）
▼

和
田
淳
子
（
田
ノ
平
）
▼
森
重
敏

勝
（
塚
ノ
山
・
中
ノ
湯
）
▼
柿
田

敏
（
坂
上
奥
）
▼
井
上
サ
ミ
ヱ

（
谷
間
川
）▼
松
山
孝
則（
小
竹
木
）

◇
酒
井
通
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◇
菅
文
子
（
南
串
山
町
全
地
区
）

◎
退
任
さ
れ
た
委
員
に
感
謝
状

　
今
回
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
退

任
さ
れ
た
委
員
28
人
へ
厚
生
労
働

大
臣
感
謝
状
や
県
知
事
礼
状
、
市

か
ら
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
の
良
き
相

談
相
手
と
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
領
者

▼
山
本
久
美
子
▼
森
本
光
枝
▼
稲

本
道
之
▼
園
田
勝
利
▼
福
島
勝
信

▼
前
田
峯
子
▼
田
原
洋
子
▼
宮
本

雅
博
▼
井
上
正
▼
堺　
光
憲

▼
丸
田
利
孝
▼
瑞
穗
真
爾

▼
竹
口
壽
▼
町
田
学

▼
山
野
眞
由
美
▼
岩
岡
良
子
▼
峯

健
二

▼
山
本
正
也
▼
町
田
実

▼
吉
田
剛
太
郎
▼
中
田
サ
ザ
子
▼

草
野
勝
子
▼
松
尾
啓
子
▼
笹
田
葊

幸
▼
森
芳
國
和
▼
中
田
七
生

◎
県
知
事
礼
状
受
領
者

▼
本
田
邦
幸

▼
長
田
供
享

南
串
山
町

国
見
町

瑞
穂
町

吾
妻
町

愛
野
町

千
々
石
町

小
浜
町

国
見
町

瑞
穂
町

感
謝
状
贈
呈
の
様
子

■臨時福祉給付金の申請期限
が迫っています

　市では、平成28年度臨時福祉給付金およ
び障害・遺族基礎年金受給者向け年金生活
者等支援臨時福祉給付金の申請受付を行っ
ています。対象となる見込みがある人につ
いては、平成28年８月下旬および12月上旬
に申請書類をお送りしています。申請がお
済みでない人は、雲仙市福祉事務所（千々
石）、本庁総合窓口課（吾妻）、またはお近
くの総合支所地域振興課で手続きを行って
ください。
申請受付期限　平成29年１月31日㈫まで

放課後ディサービス事業所の紹介
「すくすく」は瑞穂町西郷地区の恵まれた環境に位置しています。
事業所の特徴
○�障がいのある子どもたちの、発達段階と特性などに応じて、
個人の可能性を最大限に伸ばせるよう支援していきたいと考
えています。
○�楽しい遊びの場で育む「からだ・あたま・こころ」の活動によ
り、社会性が自然と身に付くように、成長を大切にしています。
○�より多くの事柄を経験することにより、子どもたちの将来の選
択肢を広げていければと思います。（おためし体験なども行っ
ています。一度遊びに来ませんか。お待ちしています。）
　　　　　　　　　　問　社会福祉法人　南高愛隣会　

放課後等デイサービス　すくすく
☎77-3889問　福祉課　☎36-2500

雲仙市地域自立支援協議会
子ども支援部会だより
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ころばんごと がんばらんば 体操教室
教室（３ヵ所）のリーダーにお話を伺いました。 尾茂がんばる会 リーダー

橋本 たみ子さん

山沢教室 リーダー
田中 学さん

大熊自治会 会長
本多 周太さん

田中つる代さん 宮崎洋子さん

大津 北嶋
山岸

☆たくさんのボランティアさんに
協力いただいています☆

私達が、全面的にお手伝いします！

福祉課 高齢障害班
（☎36-2500）

まずはお電話ください！！

阿部喜久子さん 岩永ツギ代さん

大石謙次郎さん

大久保良子さん 関君子さん

町田秀子さん

本田邦子さん岩永眞砂代さん

実
際
に
教
室
を
行
っ
て
の
効
果

　
や
、
参
加
者
皆
さ
ん
の
声

　
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

教
室
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
教
室
へ
の
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

教
室
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け

と
、
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　１年後の体力測定の結果が向上しており、
体操の効果を実感しています。

　「体の動きが軽くなって、
　お風呂に入るのが楽になった。」
「月１回の昼食会が楽しみです♪」

　体操のほかに、歌やレクリエーションなど
を通じて親交が深まって、自治会全体が明
るくなり、体操教室の効果を感じています。

　住み慣れた場所で、自分らしく生活できる
よう、「チーム山沢がんばらんば体操教室」が
継続していくことを熱望しています。

　市役所を退職後、地域への恩返しが
できればと考え、公民館で体操教室の
体験を行っていただき、翌週から
「大熊１教室」をスタートさせました。

　この教室は、体力づくりはもちろんのこと、
憩いの場として、交流が深まっていることを
実感しています。
　今年は参加者を増やしていきたい！
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　土黒・瑞穂・愛野・北野地区における1月のストッ
クハウス開設は以下のとおりです。1月1日（日）は
お休みとなりますので、お間違えのないようご注
意ください。
開設日：1月15日（日）、1月29日（日）

� 問　環境政策課　☎38-3111

■1月のストックハウス開設日

準要保護就学援助事業
　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由で
お困りの保護者の皆さんに、学用品費、学校給食費
などの費用の一部を援助します。
※認定には一定の基準があります。
援助費の内容
①学用品費など
学用品費、通学用品費、通学費、校外活動費、修
学旅行費、体育実技用具費（柔道・剣道）
②医療費
学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、
結膜炎、白せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、慢
性副鼻腔炎、アデノイド、う歯、寄生虫病）の治
療に要する費用
③学校給食費
提出書類
　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する書
類の写しなどが必要です。申請書は、教育委員会学
校教育課や生涯学習課各駐在に備え付けていま
す。雲仙市ホームページからも申請書をダウン
ロードできます。
提出期限　随時受付
� 問　教育委員会学校教育課　☎37-3113

■平成２８年度就学援助申請の受付

　社会体育施設の利用申請は、利用日の前月から
の受付けとなっていますが、恒例の地域のスポー
ツ行事や大会など、一定の条件を満たす行事など
については、早期の予約を受け付けます。詳しく
は、教育委員会スポーツ振興課または各駐在窓口
にご相談ください。
一次受付期間：平成29年２月１日㈬～28日㈫

【注意事項】
※学校施設における学校開放時間の利用について
は、必ず学校にお問い合わせ下さい。
※あくまで「予約」ですので、実際の利用につい
ては、改めて利用申請が必要です。
※予約の希望が重複した場合は、希望者双方で調
整をお願いすることになります。
� 問　スポーツ振興課　☎37-3113

■社会体育施設の早期利用予約受付

　１月の相談日は、１月26日（木）愛野町公民館
相談は、１人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※�相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へ�
ＵＪＩターン希望の人

【相談の時間帯】� ①10時30分～11時20分
� ②11時30分～12時20分
� ③13時30分～14時20分
� ④14時30分～15時20分
� ⑤15時30分～16時20分
� 申込・問　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します。
　　～雲仙市就職支援相談～

　雲仙市では、これから自分で創業したい、創業し
て間もない人を対象に、専門の相談員による創業・
起業支援相談会を開設しています。
　大まかなイメージ、漠然とした夢の段階でも構
いません。お気軽にお申し込みください。
○１月相談会
【相談日時】　１月24日㈫� ①午後２時～３時
� ②午後３時～４時
【場　所】　吾妻町ふるさと会館　２階研修室２
【対象者】　�雲仙市内での創業・起業をお考えの人、

創業・起業して間もない人
※事前予約制ですので下記までご連絡ください。

� 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

〔
広
告
〕
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　広域交付住民票とは、住基ネットを利用して、本
人または同一世帯員の現在の住民票の写しを、住
民登録地以外の全国の市区町村で取得できる住民
票のことです。
※�本籍および筆頭者、市内転居履歴については記
載されません。
申請できる人　�本人および同一世帯員の人（代理

人による申請はできません）
必要なもの　�本人確認書類として、運転免許証、パ

スポート、マイナンバーカード、住民
基本台帳カードなど、官公署が発行
した顔写真付きの身分証明書

受付時間　月曜日～金曜日（午前９時～午後５時）
　　　　　※祝日、年末年始を除く
手数料　　雲仙市に申請の場合は１通300円
� ※申請する市区町村によって異なります。
� 問　総合窓口課　☎38-3111

■広域交付住民票を活用しませんか　市では、中小企業者の経営の合理化と施設など
の整備を促進するため、設備資金の借入に伴う利
子に対する助成を行います。
補助対象者　市内に住所または主たる事業所（法
人にあっては登記簿上の本店所在地）を有し、引
き続き1年以上同一事業を営む中小企業者
対象設備　次に掲げるもので、雲仙市内において行うもの
　① �店舗、工場、倉庫または事務所の新設もしくは

増改築または取得
　②機械または備品の取得　
対象借入金　補助対象設備投資のための借入金
で、次に掲げるもの
　①株式会社日本政策金融公庫の設備資金
　② �平成25年４月１日から平成31年３月31日ま

でに融資実行されたもの
　③ �証書貸付により500万円を超える融資を受け

たもの
詳しくは担当課までお問い合わせください。
� 問　商工労政課　☎38-3111

■中小企業の設備資金利子を助成します

　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が毎月実施されます。お気軽に
ご相談ください。
日　時：１月11日（水）午前10時～午後４時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当の受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（１人50分程度）
＊事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

■�特に凍結に注意する箇所
　屋外の水道管がむき出しになっているところや
北側の日当たりの悪いところ、風当たりの強いと
ころにあるもの
　※�空家や長期に渡り不在になる場合は、水道管
の凍結破損の発見が遅れますので特にご注意
ください

■�凍結を防ぐには
　むき出しの水道管は、保温材（市販）を巻きつけ
て保護し、その上からビニールテープなどを巻い
て、保温材が濡れないようにしてください（保温材
は毛布や布などで代用できます）
■�水道管が破損してしまった場合は
　水道管が破損した場合は、メーターボックス内
のバルブを閉めて水を止めてください。その後、市
指定給水装置工事事業者に修理を依頼してくださ
い。（市指定給水装置工事事業者一覧は市ホーム
ページにも掲載しています。）
　※�敷地内の水道管の破損などによる修理につい
ては、所有者の負担となります。

� 問　水道課　☎38-3111

■水道管の凍結にご注意ください

　平成28年10月27日から11月18日まで募集し
ていました平成28年鳥取県中部地震災害義援金に
ついては、10,728円となりました。短い募集期間
となりましたが、多くの義援金を寄せていただき
ました。集まった義援金は日本赤十字社を通じ、被
災地へお送りしました。
　たくさんの温かいご支援ありがとうございました。
� 問　福祉課　☎36-2500

■温かいご支援ありがとうございました
　～平成28年鳥取県中部地震災害義援金～

〔
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情報ひろばInformation of Unzen

■
第
２
回
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講

習
会

日
時　
２
月
９
日
㈭
、10
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
大
村
消
防
署

�

（
大
村
市
森
園
町
34
番
地
１
）

講
習
区
分　
⑴
甲
種
防
火
管
理
新
規

講
習
、 

⑵
乙
種
防
火
管
理
講
習　

※
甲
種
は
９
日
・
10
日
、
乙
種
は

９
日
の
み
。

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈬
～
１
月
23

日
㈪　
※
土
日
祝
日
も
受
付
け
る

も
の
と
し
、定
員
に
な
り
次
第
、締

め
切
り
ま
す
。

定
員　
１
０
０
人

問　
小
浜
消
防
署　
予
防
設
備
課

�

　
☎
０
９
５
７（
74
）３
２
３
１

■
訪
問
歯
科
診
療（
往
診
）に
つ
い
て

　
島
原
南
高
歯
科
医
師
会
で
は
歯
科

医
院
に
通
院
困
難
な
人
の
た
め
に
、

　
ご
自
宅
・
病
院
・
施
設
で
の
歯
科

診
療
や
お
口
の
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
島
原
南
高
歯
科
医
師
会

　
　
訪
問
歯
科
地
域
連
携
室

�

☎
０
９
５
７（
73
）６
４
８
０

■
平
成
28
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱

者
試
験

試
験
日　
２
月
26
日
㈰　
午
前
10
時

～
会
場　

長
崎
大
学
教
養
教
育
講
義

棟
、長
崎
県
立
大
学

試
験
種　
乙
種
第
４
類
、丙
種

受
付
期
間　
書
面
申
請　
１
月
４
日

㈬
～
１
月
13
日
㈮
、
電
子
申
請　
１

月
１
日
㈰
～
１
月
10
日
㈫

問　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部　

�
☎
０
９
５（
８
２
２
）５
９
９
９

■
あ
な
た
の
夢
を
仕
事
に
し
ま
せ
ん

か
？
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
i
n

雲
仙
市
商
工
会

　
雲
仙
市
で
は
、
市
商
工
会
と
日
本

政
策
金
融
公
庫
と
連
携
し
、
毎
月
１

回
「
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
雲
仙

市
商
工
会
」を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

創
業
・
起
業
の
み
な
ら
ず
、
金
融
な

ど
の
事
業
全
般
に
わ
た
っ
て
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
２
月
相
談
会

日
時　
２
月
13
日
㈪
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場
所　
雲
仙
市
商
工
会　
国
見
支
所

※
事
前
予
約
制
で
す
。予
約
に
つ
い
て

は
、
相
談
会
を
開
催
す
る
商
工
会

支
所
へ
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問

　
雲
仙
市
商
工
会　
国
見
支
所　

�

☎
０
９
５
７（
78
）２
０
９
５

■
県
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
ぱ
れ
っ
と

　
「
働
き
た
い
」
ま
た
は
「
働
い
て

い
る
」
障
害
の
あ
る
人
に
、
仕
事
・

生
活
に
つ
い
て
の
相
談
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
日
程

・
１
月
18
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

　
愛
野
町
公
民
館

・
２
月
15
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

　
愛
野
町
公
民
館

・
３
月
15
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

　
愛
野
町
公
民
館

※
10
月
の
自
治
回
覧
で
開
催
場
所
を

小
浜
総
合
支
所
と
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
愛
野
町
公
民
館

へ
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
県
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ぱ
れ
っ
と　

�

☎
０
９
５
７（
73
）９
５
６
０

■
平
成
28
年
度 

長
崎
県
介
護
予
防

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
民
大
会

　
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
健
康
づ
く
り
」「
介
護
予
防
」「
地

域
づ
く
り
」
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
で

考
え
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日
㈯　
午
後
１
時
開

会
場
所　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ　
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

内
容　
基
調
講
演　
『
人
と
人
の
つ

な
が
る
力
を
介
護
予
防
に
～
ご

ち
ゃ
混
ぜ
ケ
ア
の
実
践
か
ら
～
』

講
師　
雄
谷
良
成
氏（
石
川
県
金
沢

市　
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園　
理

事
長
）

入
場
料　
無
料

問　
県
南
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
（
医
社
）東
洋
会
池
田
病
院　

�

☎
０
９
５
７（
62
）３
０
４
３

〔
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　11月22日から25日までの4日間にかけて、姉妹都市である韓国求礼郡
を訪れました。
　今回は韓国のキムジャン（冬～春にかけて食べるための保存食キムチを
漬けること）のシーズンであったのでキムチ漬け体験ができました。求礼
では、毎年郡内の一人暮らしのお年寄りや社会的弱者、一人親家庭など約
700世帯（1世帯あたり白菜8玉）へキムチを贈っています。そのため、郡
の職員や女性市民団体、ボランティアなど約340人が参加して白菜6,000
玉を漬けます。
　毎年恒例のこの事業に雲仙市の市民団体も参加し、「愛のキムチ漬け」体
験をしました。韓国人のボランティアの皆さんと一緒に身振り手振りを混
じえながらキムチの漬け方を教えてもらい、楽しく体験できたと思います。
体験後は、漬けたてのキムチと一緒に食べるスユック（茹で豚肉）もいただ
きました。「辛い！」と言いながら美味しく召し上がっていました。体験さ
れた皆さんからは「貴重な体験だった」、「温かいおもてなしが心に残った」、
「活気ある作業場であり、言葉を越えての楽しさがあった」、「会話できない
のが残念でやまなかった」などの感想がありました。私も市民の皆さんと
温かい体験ができてとても嬉しかったです。市民団体の皆さんはキムチ漬
け体験以外にも、1000年古寺華厳寺をはじめ、韓国唯一の押し花博物館、
伝統の五日市などの見学をしながら、韓国・求礼の文化体験をされました。

国際交流員　金
キムヒョキョン

孝景さんの
ヒョキョンの散歩道

Vol.32

〔
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　「智異山ピア谷紅葉祭」が、10月29・30日に開催
されました。チクジョン村では紅葉村音楽会が、紅
葉の森ヒーリング通りでは多様な体験プログラムが
催され、家族や恋人、友人とともに訪問した観光客
から好評を得ました。特に今年は、毎年観光客と車
両が混み合い、排気ガスや交通事故が心配されてい
た区間において交通
規制を行うことで、
安心して自然を満喫
できるお祭りとなり
ました。

今年も初湯は みずほ温泉千年の湯
心も体もぽっかぽか

営業時間　あさ10時▶よる９時
料金　大人（高校生以上）　
　　　　午前10時～午後６時　500円
　　　　午後６時～９時　300円
　　　小人（中学生以下）
　　　　午前10時～午後９時　200円
※休館日　毎週水曜日・年末年始
※�宿泊と併せてご利用の場合
は、割引サービスがあります。
※�市内70歳以上の人および市
内の身体障害者手帳所持の人
は200円で利用できます。

問　みずほ温泉千年の湯
　　　　　　☎77-4126

第40回智
チ

異
リ

山
サン

ピア谷紅葉祭り

姉妹都市　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

キムチを漬ける参加者

１．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ
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お詫びと訂正
　広報うんぜん11月号 P4に掲載された『100回目
のハッピーバースデー♪』の中で誤りがありました
ので、訂正しお詫びします。
（誤）吉田シヅエ　（正）吉田シヅヨ

　広報うんぜん１２月号 P9に掲載された『12月か
ら洗濯表示が変わります！』の中で誤りがありました
ので、訂正しお詫びします。
（誤）

（正）
強さ 

温度 禁止 

線なし
通常   弱い    非常に弱い

低い         高い  

強さ 

温度 禁止 

線なし
通常   弱い    非常に高い

低い         高い  

人のうごき（11月末） ［住民基本台帳月報］
■人　口：45,130人　　（前月比 －18人）
　　男性：21,414人　　女性：23,716人
■世帯数：17,117世帯　（前月比 －13世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（11月末）

10歳未満　3,467 人

10～20代
7,733人

30～40代
9,450 人

50～60代
13,847人

70～80代
9,528人

90代～　1,105人

▼
先
月
号
、
商
工
労
政
課
の
岩
岡
愛
さ
ん
の
「
地

域
経
済
の
振
興
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
思
う
と
こ

ろ
を
書
き
ま
す
。
岩
岡
さ
ん
が
コ
ラ
ム
の
中
で
刺

激
を
受
け
ま
し
た
と
書
い
て
い
る
島
原
半
島
内

の
商
工
会
青
年
部
の
方
々
と
の
、
特
産
品
を
使
っ

た
島
原
半
島
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
考
え
る
会
議
に
は

私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
雲
仙
市
商

工
会
青
年
部
と
有
明
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催

さ
れ
た
「
お
山
de
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。
思
い

出
す
と
当
初
の
来
賓
挨
拶
の
中
で
３
点
の
事
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
１
点
目
は
親
子
兄
弟
で
仕
事

を
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
に
か

く
仲
良
く
す
る
こ
と
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
も
し
経
営
に
関
し
て
意
見
が
衝
突
す
る
事
が

あ
っ
て
も
、
決
定
的
に
溝
を
つ
く
る
様
な
こ
と
に

は
な
ら
な
い
様
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
２
点
目
は
会
計
上
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
無
く
す
こ

と
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
や
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
抱

え
た
ま
ま
で
は
一
時
し
の
ぐ
こ
と
は
で
き
て
も
、

決
し
て
経
営
は
改
善
し
な
い
こ
と
、
長
続
き
し
な

い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
３

点
目
と
し
て
背
負
え
る
リ
ス
ク
は
可
能
な
限
り

背
負
っ
た
方
が
い
い
こ
と
、
途
中
で
あ
き
ら
め

て
、
抱
え
て
い
る
重
た
い
荷
物
を
軽
い
荷
物
に
変

え
る
と
、
２
度
と
重
た
い
荷
物
を
背
負
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
事
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
商
工
会

青
年
部
の
皆
様
の
顔
を
見
て
い
る
と
、
商
工
会
青

年
部
在
籍
時
の
自
分
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
を

思
い
出
し
、
少
し
気
負
っ
た
挨
拶
を
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
個
人
事
業
所
で
あ
れ
法
人
で
あ

れ
事
業
を
営
む
方
々
は
常
に
資
金
が
シ
ョ
ー
ト

し
て
給
料
が
払
え
な
い
、
取
引
先
に
支
払
が
で
き

な
い
、
手
形
が
落
と
せ
な
い
、
借
入
金
の
返
済
が

で
き
な
い
、
破
産
、
倒
産
な
ど
の
リ
ス
ク
を
常
に

背
負
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼
行
政
職
員
の
皆
さ
ん
か

ら
見
る
と
経
験
し
て
い
な
い
分
野
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
役
所
に
対
し
て
相
談
が
あ
っ
た
時
は
、

で
き
な
い
理
由
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る

方
向
を
事
業
所
と
と
も
に
考
え
て
い
く
姿
勢
を

必
ず
貫
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
で
、
各
々
の
事
業
所
が
雇
用
を

守
り
、
納
税
を
果
た
し
て
い
た
だ
く
、
そ
の
た
め

に
市
役
所
が
果
た
せ
る
役
割
は
何
か
自
ら
に
問

い
か
け
な
が
ら
精
進
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

 
雲
仙
市
長

　金
澤
秀
三
郎

「
地
域
経
済
の
振
興
に
つ
い
て
」

雲仙市地域おこし協力隊 活動月報報報 Vol.13

　

２
０
１
７
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
沢
山
の
移
住
希
望
者
に
内
容
の
濃

い
案
内
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
都
会
か
ら
来
た
人

を
案
内
す
る
度
に
、
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
雲
仙

市
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ど
ん
な
強
み
が

あ
る
か
？
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。﹁
移
住
希
望

者
﹂や﹁
雲
仙
市
に
移
住
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る

人
﹂に
い
つ
も
聞
く
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　
﹁
日
本
全
国
探
せ
ば
雲
仙
市
よ
り
魅
力
あ
る
土

地
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
雲
仙
市
に
住
み
た
い

と
思
う
理
由
、
雲
仙
市
に
移
住
さ
せ
た
い
理
由
は

な
ん
で
す
か
？
﹂と
聞
き
ま
す
。

　
移
住
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
良
い
土
地
で
あ

れ
ば
、
移
住
先
は
ど
こ
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
問
題
は
雲
仙
市
に
人
を
呼
び
た

い
人
が
こ
の
質
問
の
答
え
を
持
っ
て
い
な
い
事
だ

と
感
じ
ま
す
。
本
気
で
人
口
減
少
や
地
域
の
衰
退

な
ど
危
機
感
が
あ
る
土
地
に
は
、
人
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
先
日
、
参
加
し
た﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊

全
国
サ
ミ
ッ
ト
﹂で
他
の
自
治
体
の
隊
員
や
職
員
と

現
状
報
告
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
治
体
ご
と

に﹁
危
機
感
﹂と﹁
覚
悟
﹂の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

雲
仙
市
も
危
機
感
と
覚
悟
を
再
確
認
し
、
ま
た
、

移
住
希
望
者
が
求
め
る
雲
仙
市
の
魅
力
を
掘
り
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
無
計
画
に
移
住
者
を
増
や
せ
ば
い
い
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
が
今
ま
で
案
内
し
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
雲
仙
市
に
移
住
し
た
方
々
は
、

既
に
各
々
の
活
動
や
生
活
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
雲
仙
市
に
移
住
し
て
活
躍

で
き
る
人
を
呼
べ
る
よ
う
に
、
活
動
を
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
岩
佐

︻
２
０
１
６
年
の
移
住
案
内︵
ア
テ
ン
ド
︶を
振
返
っ
て
︼

市長のコラム
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　２月25日㈯に吾妻町ふるさと会館で行われる「つるの剛士子育てトークショー
in雲仙」の公演チケットを発売します。

日　時：２月25日㈯　午後２時開場　午後２時30分開演
場　所：吾妻町ふるさと会館
内　容：「毎日が新発見！つるの流楽しい子育て」
　　　　二男三女の父親であるタレント・つるの剛士さんによるトークショー

料　金：全席自由　500円
　　　　　※大人１名につき未就学児１名までひざ上で鑑賞できます。
　　　　　　座席が必要な場合は有料です。

チケット販売：ハマユリックスホール、吾妻町ふるさと会館、国見町文化会館、
　　　　　　　 教育委員会生涯学習課、ローソンチケット（Ｌコード 81442）にて 

１月６日㈮午前10時より販売開始。
※ 未就学児の一時託児を専門サポーターが行います。ご利用の際は 

２月17日㈮までに、雲仙市教育委員会生涯学習課までお申し込みください。
※ 成人男性の来場者先着88名様に雲仙市特製“イクメンぱぱバッジ”プレゼント♪
※ 本公演のチケットは完売次第、販売終了となります。 

なお、チケットの転売、交換はできません。予めご了承ください。

　今年も、雲仙の霧氷をイメージ
した灯りのイベント「雲仙灯りの
花ぼうろ」が開催され、雲仙の温
泉街がイルミネーションやキャン
ドルで彩られます。
　また、期間中の毎週土曜日には、
午後9時30分から花火が打ち上が
ります。（強風など悪天候の場合
は中止）その他にも様々なイベン
トが期間中開催されます。

【期間】２月４日㈯～25日㈯
【場所】雲仙温泉街

問　（一社）雲仙温泉観光協会
☎　0957-73-2233

子育てフォトコンテストも
開催中！ 詳しくはこちら→
もしくは雲仙市ホームページ
内「子育てフォト」で検索！

問　生涯学習課　☎37-3113

つるの剛士　子育てトークショー in雲仙

雲仙灯りの花ぼうろ２０１７

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT

EVENTEVENTEVENTEVENTEVENTEVENT


